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学校評価アンケートの結果について 

 

学校評価アンケートのご回答ありがとうございました。本校では「目指す子どもの姿」の実現に向けて、土地域

を教材とした学習単元や学年担任制、縦割り活動や学習空間の工夫、問いを大切にした授業づくり等に取り組

んでいます。例年、学校評価アンケートは学校運営の基となる学校経営グランドデザインに対する評価改善をね

らいとしていますが、今年度は評価項目を「目指す子どもの姿」となっているかどうかを問う形に変更しました。本

アンケートを今後の教育活動に活かしてまいります。 

 

 学校評価アンケート結果概要 

・グラフ（数値の見方）について 

質問に対して「すごくそう思う そう思う あまり思わない 全然思わない わからない」で回答してもらい、わからない

を除く４つを得点化して、平均値を示しました。 3.0 以上であれば概ね満足できるとし、3.2 以上は大いに満足できると

みます。2.8 以下については、課題が大きい・理解が不十分であるとみます。※小数第 3位は四捨五入 

※数値（ポイント）やパーセンテージについての詳細はこちらからご確認ください 

①学校評価アンケートグラフ ②学校評価記述内容 

 

・「目指す子どもの姿」について ※        は保護者・児童・教職員それぞれの最小 最大 

児童の認識では概ね満足できる結果となっています。一方で、保護者・教職員の認識との差が大きいものも

あり、児童の自己肯定感を維持しながら質を高めていく必要もあると考えます。 

目指す子どもの姿 保護者 児童 教職員 

自分を知り、自分を表現する ２．９７ ３．１９ ３．１０ 

他者を認め、他者と助け合う ３．１４ ３．３４ ３．１４ 

目標を持って、調整しながら、粘り強く取り組む ３．００ ３．３０ ２．９８ 

実生活と学びを結びつける ３．０３ ３．１７ ３．３５ 

「自分を知り、自分を表現する」について 

３つの項目の平均値は、保護者２．９７ 児童３．１９ 教職員３．１０（保護者・児童・教職員全体３．０９※参

考値）となりました。各項目ともに家庭では見えにくい面がありますが、教職員が授業において児童の「知り

たい」「わかりたい」や日常生活とのつながりを意識することで、児童が問いを持って学習を進められていま

す。引き続き、児童が主体性をもって取り組めるよう授業改善をすすめていきます。 

「他者を認め、他者と助け合う」について 

３つの項目の平均値は、保護者３．１４ 児童３．３４ 教職員３．１４（保護者・児童・教職員全体３．２１※参

考値）となりました。学校だけでなく、家庭でも人の話を聞いたり、役割分担をしたりする姿が見られているよ

うです。児童にとって一番の強みと言えます。学校でも日頃から授業の中でグループ活動や体験活動等を

取り入れ、友達や地域の方の話を聞く場面を設定しています。また縦割り活動の機会を多くとるようにして

いることも児童を高める手立てとして有効だと考えています。 

https://kashiwa.ed.jp/tsuchi-e/wysiwyg/file/download/1/15802
https://kashiwa.ed.jp/tsuchi-e/wysiwyg/file/download/1/15803


「目標を持って、調整しながら、粘り強く取り組む」について 

３つの項目の平均値は、保護者３．００ 児童３．３０ 教職員２．９８（保護者・児童・教職員全体３．０９※参

考値）となりました。児童と保護者・教職員の認識の差が大きくなっています。児童は目標を持って取り組ん

でいるようです。一方で、教職員は児童が「トライ＆エラーをしながら取り組む」については課題として認識し

ています。取り組み内容に対してフィードバックをする機会や改善する時間を確保していますが、よりフィー

ドバックの質を高め、具体的かつ児童にとって更なる改善につながるような手立てを今後考えてまいります。 

「実生活と学びを結びつける」について 

２つの項目の平均値は、保護者３．０３ 児童３．１７ 教職員３．３５（保護者・児童・教職員全体３．１８※参

考値）となりました。校内研究の重点として取り組んできたため教職員の意識や児童への評価（見取り）は

高くなっています。一方で児童の意識との差があるため、児童が生活と学校での学びのつながりに実感を

もち、より積極的に活かしていこうと思えるように、引き続き授業改善に取り組んでまいります。 

 

（参考 「目指す子どもの姿」の各項目の最大値および最小値） 

項目 保護者 児童 教職員 

最大 

「他者を認め、他者と助け合う」 

役割分担をして取り組むことが

できていますか ３．１７ 

「目標を持って、調整しなが

ら、粘り強く取り組む」 

最後まで目標を持って取り組む

ことができていますか ３．３８ 

「実生活と学びを結びつける」

学んだことを生活などでいかし

ていますか ３．４１ 

最小 

「自分を知り、自分を表現する」

問いを持って学習を進めていま

すか ２．９１ 

「実生活と学びを結びつける」

生活の中で疑問や不思議に思

ったことを授業の中で意識して

学んでいますか ３．１４ 

「目標を持って、調整しながら、

粘り強く取り組む」 

トライ＆エラーをしながら取り

組めていますか ２．７６ 

 

・その他の項目について 

さくらシートの取り組みについて 

２つの項目平均値は、保護者２．８３ 児童３．２７ 教職員３．２２（保護者・児童・教職員全体３．１１※参考

値）となりました。児童・教職員ともに「さくらシート」が対話的に自己理解をするために役立っていると認識し

ています。一方で、家庭での活用の難しさもうかがえます。家庭での活用方法について検討していきたいと

思います。 

相談体制について 

２つの項目平均値（児童は 1 項目）は、保護者３．０４ 児童３．１５ 教職員３．４１（保護者・児童・教職員全

体３．２０※参考値）となりました。学年担任制をはじめ、相談ポスト、年 3 回の「困ったことありませんかアン

ケート」、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーとの連携により児童も保護者も概ね安心いた

だけていると考えます。引き続き、相談体制の充実に努めてまいります。ご心配なことやお子様に関する相

談等あれば教頭、担任までお知らせください。 

 


